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令
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す
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歩
行
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反
に
よ
る
事
故
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ま
せ
ん
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交
通
事
故
は
、
夕
暮
れ
時（
午
後
５
時
〜

８
時
）に
特
に
多
く
発
生
す
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

市内の高齢者(65歳以上）の交通事故発生件数
200

150

100

50

0 令和元年
（平成31年）

165

令和2年

136

令和3年

142

令和4年

147

令和5年

175

（件）

全国の時間帯別交通事故発生件数
（平成29年～令和３年合計）

1,200

1,000

800

600

400

200

0
0
時

434

1
時

396

2
時

441

3
時

340

4
時

419

5
時

656

6
時

693

7
時

600

8
時

659

9
時
10
時

856

1１
時
12
時

668

13
時

659

14
時

708

15
時

722

16
時

729

17
時

1,074

18
時

1,002

19
時

907

20
時

638

2１
時

561

22
時

520

23
時

451

（件）

739 737

（時間帯）

まっすぐ横断歩道を渡る
　少し遠回りでも、必ず横断歩道を利用し、①止まって、②見て、
③合図を出して、④車が確実に停止するのを待って、渡りましょう。
　また、斜めに渡ると横断距離が伸び危険です。最短距離で渡り
ましょう。

余裕を持って行動する
　車が遠くに見えたからといって、慌てて道路を横断することは危
険です。車は思ったよりも早く近づきます。
　また、加齢に伴う疾患や筋力低下などにより、歩行速度は低下
します。無理な横断はやめましょう。

歩行者が気を付けること

反射材や明るい服を
身に付ける
　夕暮れ時や夜 間はドライ
バーから見えにくくなります。
明るい色の服や反射材の小物

（腕章やたすき、キーホルダー
など）を着用し、自分の存在
をアピールしましょう。

黒色の服を着用 白色の服を着用 反射材の着用

約18m

夜間、運転者が歩行者を
認める距離（上向きライトの場合）

約42m 約120m

視認効果

市
内
の
高
齢
者
事
故
の
状
況
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ドライバーが気を付けること

歩行者優先の
譲り合い運転
　横断歩道に歩行者が
いるときは、横断歩道の
手前で必ず一時停止しま
しょう。
※停止しない場合は、道

路交通法違反になりま
す。

夕暮れ時は早め
にライト点灯
　自分の車を周囲に知ら
せるために、早めにライ
トを点灯しましょう。
　また、夜間のハイビー
ムは、遠くの歩行者や自
転車などを早めに発見す
ることができます。

定期的に自分の
運転をチェック
　同乗者に運転している
様子を撮影してもらう、
警視庁が作成している

「運転時認知障害早期
発見チェックリスト 30」
を活用するなどして、客
観的に自分の運転を確
認しましょう。

運転のマイルール
を決める
　加齢に伴う身体機能
の変化に応じて、「雨の
日・夜間・遠出の運転
はしない」「体調に異変
を感じたら運転を控える」

「交通量が多い道は避
ける」など、マイルール
を事前に決めましょう。

だろう運転を
しない
　「対向車はきっと停車
するだろう」「ここは毎日
通っているから安全だろ
う」といった「だろう運転」
による事故も多数発生し
ています。「かもしれな
い運転」で丁寧な運転
を心掛けましょう。

高齢者運転標識
を活用する
　70 歳以上で、加齢に伴
う身体機能の低下が車の
運転に影響を及ぼす恐れが
あるときには、車の前面と
後面の両方に高齢者運転
標識を付けてください。こ
れにより、周りの車からの
配慮を促すことになります。 

自
転
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う
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自
転
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保
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加
入
し
、
自
転
車
安
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利
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五
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16
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ジ
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照
）を
守
り
、
特
に
大
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子
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も
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に
も
要
注
意

　
小
学
生
の
交
通
事
故
の
約
４
割
は
登
下

校
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
歩
行
中

の
交
通
事
故
は
、
小
学
校
入
学
後
の
７
歳

児
が
突
出
し
て
多
い
傾
向
で
す
。

　
毎
日
歩
く
通
学
路
に
つ
い
て
、
ど
こ
が

ど
の
よ
う
に
危
な
い
か
、
保
護
者
が
子
ど

も
と
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緒
に
歩
い
て
み
る
な
ど
、
実
際
に

確
か
め
て
、
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

▲運転時認知障害早期
　発見チェックリスト30

安全安心課主幹

松
まつもと

本
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国民年金第１号被保険者が対象
産前産後期間の国民年金保険料免除制度

　産前産後期間の国民年金保険料が免除され、納付済
み期間となり、老齢基礎年金の額に反映される制度で
す。該当する人は、申請してください。
　出産予定日の6カ月前から申請でき、まだ届け出をし
ていない人もさかのぼって申請できます。
対象　次の全ての要件を満たす人

▽国民年金第1号被保険者（20歳以上60歳未満の自営
業者・農業者・学生・無職の人など）

▽出産日が平成31年2月1日以降

▽ 妊娠85日（4カ月）以上で出産（死産、流産、早産、
人工妊娠中絶を含む）した、または出産予定

免除期間　出産予定日または出産日が属する月の前月
から4カ月間（多胎妊娠の場合は、出産予定日または
出産日が属する月の3カ月前から６カ月間）

申請方法
○郵便での手続き
　次の書類を年金事務所へ郵送する
　 ▽届出書
　　※届出書は日本年金機構ウェブサイト（ https://

www.nenkin.go.jp/）から入手するか、年金事
務所から取り寄せることもできます。

　 ▽母子健康手帳の写し（表紙と出産日または予定日
が分かるページ）

○窓口での手続き　次の必要書類を持参する
　 ▽本人が手続きをする場合
　　・母子健康手帳
　　・マイナンバーカードまたは本人確認書類（※１）
　 ▽代理人が手続きをする場合
　　・母子健康手帳
　　・委任者の基礎年金番号が確認できる書類
　　・委任状（同居の親族でも必要、様式は任意）
　　・代理人の本人確認書類（※１）
※１　本人確認書類とは、顔写真付きの官公署が発行

したものです。持っていない場合は、健康保険被保
険者証や日本年金機構から送付された書類など基礎
年金番号が分かるもの2点が必要です。

申請後の流れ

▽保険料を納付済みの場合
　　日本年金機構から還付（返金）などについての通知

が届きます。

▽保険料が免除（学生納付特例）承認済み期間中の場合
　　産前産後期間の免除申請後、納付済みに切り替わ

ります。
付加保険料の納付
　付加保険料（月額400円）は、申し出ることで申し出
の月分から納付することができます。
　産前産後免除期間中は定額保険料を支払う必要はな
いため、付加保険料のみを納付します。
　また申請免除（学生納付特例）承認済みの期間、保険
料納付済みの期間を問わず、申し出ができます。
※「200円×付加保険料を納めた月数」が将来受給する

老齢基礎年金の年額に上乗せされます。
※付加保険料は、事前申し込みができません。希望す

る月に届け出てください。

申請・問い合わせ先  

▽南福岡年金事務所国民年金課（〒815-8558福岡市南区塩原
3-1-27）
☎（552）6112（自動音声案内②→②を押す）
F（541）7649

▽市民課年金担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1001484

出前トーク「市長と語る」
5、6月の日程

○地区トーク
　　より良い春日のまちづくりのため、市長が各地区

公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を交換します。

　期日・場所
　 ▽5月28日㈫：宝町地区公民館
　 ▽5月29日㈬：千歳町地区公民館
　 ▽5月30日㈭：大和町地区公民館
　 ▽6月3日㈪：惣利地区公民館
　 ▽6月26日㈬：小倉東地区公民館
　時間　午後7時〜8時30分

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　  1006782

年金
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市ウェブサイトからページ番号で検索

改定します
令和６年度国民健康保険税

発行を開始します
令和6年度所得証明書など

　地方税法などの改正および国保財政の安定的な運営
のため、国民健康保険税（国保税）を改定します。
　今年度の税額については、6月中旬に納税通知書を
郵送してお知らせします。年金からの特別徴収世帯に
は、７月中旬に納税通知書を郵送します。

○国保税の税率・税額の改正
　 ▽所得割額算定にかかる税率
　　・医療給付費分：6.80％→6.52％
　　・後期高齢者支援金分：2.51％→2.94％
　　・介護納付金分：2.36％→2.46％
　 ▽均等割額（被保険者1人当たり）
　　・医療給付費分　26,433円→27,700円
　　・後期高齢者支援金分：9,212円→11,800円
　　・介護納付金分：16,899円→19,100円

　令和6年度の所得証明書・所得課税（非課税）証明書・
非課税証明書の発行を開始します。
※確定申告の提出が遅くなった場合や、市に前年中の

収入などの資料が届いていない場合は、証明書の発
行ができないことがあります。

開始日　5月31日㈮

○証明書コンビニ交付サービス（  １０００８４８）
　場所　マルチコピー機が設置されているコンビニエ

ンスストアなど
　手数料　1通250円
　利用に必要なもの　マイナンバーカード（利用者証明

用電子証明書付きのもの）
　注意事項
　▷マイナンバーカードの申請方法などは、マイナン

　 ▽平等割額（1世帯当たり）
　　・医療給付費分：25,159円→25,300円
　　・後期高齢者支援金分：8,769円→10,700円

○賦課限度額の引き上げ
　 ▽後期高齢者支援金分：22万円→24万円
　※医療給付費分・介護納付金分については変更あり

ません。
　※賦課限度額の合計は、年間106万円になります。

○軽減対象世帯の拡大
　　国保税均等割額および平等割額の５割軽減および

２割軽減の対象世帯について、軽減判定の基準所得
が改定され、対象世帯が拡大します。

※軽減判定は、申告された所得額に基づき判定するた
め、別途申請の必要はありませんが、所得の申告は
必ず行ってください。

バー総合サイト（ https://www.kojinbango-
card.go.jp/kofushinse/index.html/）を見てく
ださい。

　▷マイナンバーカードを利用する際は、４桁の暗証番
号が必要です。

　▷コンビニ交付サービスでは、「非課税証明書」と春
日市から転出している人の証明書は発行できませ
ん。

○窓口交付
　場所　市役所証明書発行窓口、西出張所
　手数料　1通300円
　持ってくるもの
　 ▽本人の場合：本人確認書類（※１）
　 ▽代理人（家族含む）の場合：代理人の本人確認書類

（※１）、証明が必要な人からの委任状
　※１　本人確認書類とは、顔写真付きの官公署が発

行したものです。持っていない場合は、健康保険
被保険者証や年金手帳などが必要です。

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1000919

問い合わせ先  

▽証明書の発行について：市民課受付戸籍担当

▽証明書の内容について：税務課市民税担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  １０００８５９
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混ぜればごみ、分ければ資源
ごみの分別ルールを守りましょう

5月下旬に受診券を送ります
後期高齢者歯科健診

防災重点農業用ため池
ハザードマップを作成しました

　後期高齢者の口腔機能低下や誤
ご え ん

嚥性肺炎などの
疾病を予防するため、歯科健診を実施します。
対象　昭和19年4月1日〜同24年3月31日生まれ

の人（長期入院・施設入所の人などを除く）
受診期間　6〜12月
受診料　300円
持ってくるもの

▽受診券（記入して実施医療機関へ持参）

▽被保険者証またはマイナンバーカード
　※マイナンバーカードの健康保険証利用には事前

申し込みが必要です。また、利用はマイナン
バーカードの健康保険証利用対応の医療機関
に限ります。

受診方法　歯科健診実施医療機関に受診の予約を
する

※対象の医療機関は、受診券に同封している一覧
表を見てください。

　ため池ハザードマップとは、満水状態のため池が
地震などの自然災害で決壊した場合に想定される浸
水の範囲や深さ、避難場所などの情報をまとめた
地図です。
　市では、9つのため池が防災重点農業用ため池

（※）に指定されています。これらのため池を対象
にハザードマップを作成し、市ウェブサイトで公開し
ています。
　いざという時に備えて、浸水範囲や避難所の場
所など把握する資料として参考にしてください。
※防災重点農業用ため池とは、家屋や公共施設な

どが近くにあり、仮にため池が決壊した場合、浸
水により人的被害が発生する恐れのあるため池で
す。「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の
推進に関する特別措置法」に基づき都道府県知事
が指定したものです。

問い合わせ先  県後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター
☎（651）3111　F（651）3901　  1006206

問い合わせ先  下水道課施設担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143　  1001402

　市では、ごみの分別は次の7種類となっています。
ごみの分別（処理状況）
①燃えるごみ（焼却→埋立）
②陶器・金属類（分別→売却、分別→破砕→埋立）
③ペットボトル・白色トレイ（分別→売却）
④びん・カン（分別→売却）
⑤粗大ごみ（分別→破砕または焼却→埋立）
⑥有害ごみ類（専門業者に処理依頼）

⑦緑のリサイクル（破砕→チップ化して配布）
　燃えないごみは、春日大野城リサイクルプラザに運
ばれ、㈱障がい者つくし更生会の従業員により、陶器・
金属類は全て手選別され、びん・カンは手選別と機械
選別を組み合わせて分別しています。最終的には33分
別をして、火災事故を防止するとともに質の高いリサイ
クルを実現し、全国的にも評価されています。
　ルールを守って分別することで、効率的なリサイクル
につなげることができ、より多くの｢ごみ｣を｢資源｣とす
ることができます。また、ごみ処理にかかる費用と埋
立てするごみの量を削減することができます。

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎（584）1124　F（584）1147

▲大牟田池
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市ウェブサイトからページ番号で検索

こども医療費の窓口負担
10月から高校生世代（１８歳）まで無料になります

素手で触らないで
セアカゴケグモ（毒グモ）に注意

　現在の制度の対象者である中学3年生までについて
は、申請は不要です。9月下旬に新しいこども医療証
を送付します。
　新たに対象となる「高校生世代」には、申請書を同封
した案内を5月下旬に送付します。
対象　平成18年4月2日〜同21年4月1日生まれで、

市に住民登録がある人
※保護者も市に住民登録があることが要件です。
※保護者は市に住民登録があるが、子は市外に住民登

録があるなどの場合は問い合わせてください。
制度の概要　別表参照
申請方法　9月2日㈪までに窓口か郵便（消印有効）、ま

たはオンラインで申請する
※オンラインでの申請方法は送付する申請案内を見て

ください。

　特定外来生物に指定されている毒グモ「セアカゴケグ
モ」は、市内のどこででも発見される可能性があります。
　攻撃性はなく、素手で触らない限りかまれることはあ
りません。発見したときは、素手で触らないようにして
慌てずに駆除してください。
生息場所の例

▽直射日光が当たらない場所

▽コンクリートブロックの穴や側面

▽植木鉢やプランターの側面

▽車の下

▽フェンスの隙間

▽側溝の中
駆除と処分の方法

▽市販の殺虫剤をかけるか踏みつぶす（卵のうも同じ駆
除をする）

▽駆除した後は、割り箸などでつまんでビニール袋に
入れ、燃えるごみに出す

かまれた時の症状

▽ 針で刺したような痛みを感じ、発汗や吐き気などの
症状が出ることがある

▽ほとんどが軽傷で済むが、重症化する場合もある
かまれた場合の対処法

▽温水やせっけんで傷口を洗い、病院で治療を受ける

▽ 受診する時は、かんだクモの種類が分かるように、
クモを殺して持参する

日頃から気を付けること

▽清掃や花壇の手入れなど野外作業を行う場合は、長
袖、長ズボン、手袋などを着用する

▽小さな子どもが遊ぶときは、生息場所となるようなと
ころに近づかないよう保護者が見守る

申請・問い合わせ先  国保医療課医療担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1014420

問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎（584）1111㈹　F（584）1147　  1001284

別表
年齢区分 現在の制度（１医療機関ごと） １０月から

０～３歳未満 ▽入院　無料

▽通院　無料

▽入院　無料

▽通院　無料

３歳～就学前

▽入院　５００円／日
　（月上限３，５００円）

▽通院　８００円／月（上限）

小学生

▽入院　５００円／日
　（月上限３，５００円）

▽通院　１，２００円／月（上限）

中学生

▽入院　５００円／日
　（月上限３，５００円）

▽通院　１，６００円／月（上限）
高校生世代

（１８歳まで）

▽入院　制度対象外

▽通院　制度対象外
※対象となるのは、１８歳に到達した年度の３月３１日まで（学生でない

人も対象）で、保険診療による医療費の自己負担分相当額です。
※重度障害者医療、ひとり親家庭等医療の受給者も高校生世代まで

窓口負担は無料になります。更新時に新しい医療証を送付します。

▲メスの体長約１cm、全体は
　黒く、背に赤色の帯状の模様

▲卵の入った袋である
　「卵のう」は約１cm
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新入生の通学の安全を守る

ランドセルカバー贈呈式

　4月4日、春日地区交通安全協会春日支部から、
ランドセルカバー約1,100枚が贈呈されました。
　黄色のカバーでドライバーからの視認性も向上。
通学に慣れていない1年生が交通事故に遭わず、楽
しく学校生活を送ってほしいとの願いを込め、20年
以上続いている取り組みです。
　支部長の歌

う た の は ら

野原鶴
つ る お

生さんは「毎日元気に登校し、
安全に家まで帰ってきてほしい」と語りました。

▲扇
おおぎ

教育長（右）にカバーを手渡す春日支部の皆さん

希望を抱いて

市内小・中学校入学式

　4月10日に市立中学校で、4月11日に市立小学
校で入学式が行われ、中学生1,262人、小学生
1,088人が新たな学校生活をスタートしました。
　春日中学校の入学式では、保護者や在校生が見
守る中、新入生が入場。松

ま つ し た

下義
よ し ひ こ

彦校長は、期待に
胸を膨らませた新1年生に「学習、心、自分に磨き
をかけ、充実した学校生活を送ってほしい」と歓迎
の言葉を述べました。

▲式辞に耳を傾ける生徒たち

第34回全九州小学生選抜（女子）ソフトボール大会

準優勝の好成績を市長に報告

　3月29日、春日ドリームエンジェルスの皆さんが
井
い の う え

上市長を訪問し、3月23日に大分市で開催され
た同大会で準優勝したことを報告しました。市長は

「皆さんの普段の頑張りの成果です。来年に向けて
練習を重ね、優勝を目指して頑張ってください」と激
励し、キャプテンの益

ま す な が

永　華
は な

さん（春日小5年（当時））
は「次は夏に大会があるため、またみんなで努力を
積み重ねます」と抱負を述べました。

▲元気いっぱいのチームの皆さん

市営住宅提供などの支援に謝意

ウクライナからの避難民が市長を訪問

　ロシアの侵攻による戦火を逃れて、日本へ避難し
てきたウクライナ人の２人が、4月2日、井

い の う え

上市長と
面会しました。
　1月に春日市にやってきたマルチェンコ　マクシン
さんとシルビネンコ　イェリザヴェータさん。生活
も落ち着き、現在は日本語を習得中。市長から「日
本で安心して暮らせるように願っています」と激励さ
れ、支援に感謝していました。

▲（左から）市長、シルビネンコさん、マルチェンコさん
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情
報
ひ
ろ
ば

☎
電
話
番
号　
F
フ
ァ
ク
ス
番
号　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス　

 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ペ
ー
ジ
番
号
で
検
索

情報ひろば

第
１
回
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園

合
同
お
し
ご
と
説
明
会（
申
込
不
要
）

　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
人
、
保

育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
っ
て
い

る
人
に
向
け
た
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
全
て
の
認
可
保
育
所（
園
）お
よ
び

幼
稚
園
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
園

の
特
色
や
保
育
方
針
、
仕
事
内
容
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
園
に
よ
っ
て
は
、
栄
養
士
・
看
護

師
の
仕
事
内
容
な
ど
も
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
人
も

大
歓
迎
で
す
。
普
段
着
で
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
15
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

※
開
催
時
間
内
は
出
入
自
由
で
す
。

場
所　
市
役
所
大
会
議
棟
大
会
議
室
な
ど

※
市
民
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

参
加
園

▽
保
育
所（
園
）

　
昇
町
保
育
所
・
岡
本
保
育
所
・
春
日
原
保

育
所
・
須
玖
保
育
所
・
青
葉
や
ま
と
保
育

園
・
春
日
白
水
保
育
園
・
若
竹
保
育
園
・

春
日
中
央
保
育
園
・
あ
い
あ
い
保
育
園
・

ま
み
ぃ
保
育
園
・
春
日
や
よ
い
保
育
園
・

春
日
ど
ろ
ん
こ
保
育
園

▽
幼
稚
園

　
恵
星
幼
稚
園
、
春
日
小
鳩
幼
稚
園
、
宝
幼

稚
園
、
泉
ヶ
丘
幼
稚
園
、
森
の
木
幼
稚
園
、

く
す
の
木
幼
稚
園
、
も
み
の
木
幼
稚
園
、

春
日
幼
稚
園
、
須
玖
幼
稚
園

※
参
加
園
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
１
５

１
０
１
２
３
３
９

自
然
の
中
で
学
び
、
遊
ぼ
う

第
21
期
学
び
合
い
塾

　
自
然
体
験
活
動
を
通
し
て
、
生
命
や
自
然

の
不
思
議
さ
や
大
切
さ
な
ど
、
五
感
を
使
っ

て
学
び
ま
す
。

対
象

▽
塾
生　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生
〜
中

学
生

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
15
歳
以
上（
中
学
生
を

除
く
）で
子
ど
も
と
遊
べ
る
人

内
容
・
日
時
・
場
所

▽
入
塾
式　
活
動
説
明

　
６
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３
－
１
０

１
）

▽
ケ
イ
ビ
ン
グ
・
洞
窟
探
検

　
７
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
平
尾
台（
北
九
州
市
）

▽
キ
ャ
ン
プ
の
話
し
合
い

　
９
月
１
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
・
星
の
観
察

　
９
月
７
日
㈯
〜
８
日
㈰

　
大
野
城
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場（
大
野

城
市
牛
頸
６
６
７
－
58
）

▽
秘
密
基
地
づ
く
り

　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
春
日
の
森
特
別
緑
地
保
全
地
区（
春
日
１

－
82
－
１
）

▽
春
日
市
歴
史
探
検

　
11
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
市
内

▽
閉
塾
式

　
12
月
15
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

▽
塾
生　
１
万
５
０
０
０
円（
バ
ス
代
、キ
ャ

ン
プ
費
用
、
保
険
代
、
資
料
代
含
む
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
１
２
０
０
円（
保
険
代
）

定
員

▽
塾
生　
20
人

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
３
人

※
申
込
先
着
順
で
す
。

申
込
方
法　
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電

話
番
号
、
塾
生
の
場
合
は
保
護
者
氏
名
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日　
近こ

ん
ど
う藤

☎
０
９
０（
７
２
９
８
）５
５
４
８

kosodatekasuga@
gm

ail.com

来
る
だ
け
で
脳
が
若
返
る

レ
ッ
ツ
！
脳
活（
無
料
）

　
脳
ト
レ
や
軽
体
操
を
行
う
こ
と
で
、
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
楽
し
い
認
知
症
予
防
教
室
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

　
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
６
月
10
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
筆
記
用
具
、
飲

み
物

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
〜
６
月
７
日
㈮
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓

口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
0
１
２
５
２
９

イ
ベ
ン
ト

Event

健
康

H
ealth

▲市ウェブサイト
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動
け
る
か
ら
だ
作
り
を
応
援
し
ま
す

65
歳
か
ら
の
運
動
教
室（
無
料
）

　
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
習
慣
の
な
い
人
や
、

体
力
に
自
信
が
な
い
人
で
も
取
り
組
み
や
す

い
内
容
で
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
５
月
29
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
筆
記
用
具
、
飲

み
物

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
〜
28
日
㈫
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓
口
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
１
４
０
９
０

保
健
師
が
応
じ
ま
す

健
康
相
談
会（
無
料
）

　
健
診
の
結
果
で
気
に
な
る
こ
と
、
健
康
に

関
す
る
不
安
や
心
配
、
健
康
づ
く
り
の
こ
と

な
ど
の
相
談
に
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

　
一
人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
方

法
を
一
緒
に
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

▽
５
月
30
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
３
時
45
分

▽
６
月
14
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
45
分

※
相
談
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
１
７
８
８

懐
メ
ロ
で
脳
の
活
性
化

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防（
無
料
）

　
昔
懐
か
し
い
楽
曲
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
な

体
操
や
合
奏
を
行
い
ま
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料（
１

０
０
円
）が
必
要
で
す
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
６
月
12
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
〜
31
日
㈮
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３

F（
５
９
５
）６
８
０
０

元
気
で
長
生
き
す
る
方
法
を
学
ぶ

75
歳
か
ら
の
健
康
講
座（
無
料
）

　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
、
料
理
初
心
者
の
た

め
の
低
栄
養
予
防
の
講
座
で
す
。
電
子
レ
ン

ジ
や
缶
詰
を
活
用
し
た
簡
単
な
調
理
の
実
演

（
試
食
あ
り
）と
、
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
の
講
話
を
行
い
ま
す
。

※
参
加
者
に
よ
る
調
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　
６
月
14
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
栄
養
指
導
室

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
〜
６
月
７
日
㈮
に

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

後
期
高
齢
者
の
た
め
の

し
あ
わ
せ
健
康
教
室（
無
料
）

　
自
分
の
体
に
合
っ
た
運
動
、
栄
養
、
口
腔

ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
で
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
疾
病
予
防
に
興
味
が
あ
る

人（
運
動
制
限
の
あ
る
人
を
除
く
）

期
日　
６
月
21
日
㈮
、
28
日
㈮
、
７
月
５
日

㈮
、
12
日
㈮
の
全
４
回

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室
３

内
容

▽
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
に
よ
る
体
操
・
ス

ト
レ
ッ
チ

▽
管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話

▽
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
〜
６
月
14
日
㈮
に

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

６
月
２
日
㈰
は
営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す

　
市
水
泳
大
会
の
開
催
に
伴
い
、
温
水
プ
ー

ル
の
営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

営
業
時
間　
午
後
３
時
30
分
〜
９
時
30
分

※
大
会
の
進
行
に
よ
り
、
前
後
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ー
ル

☎（
９
１
５
）３
５
０
０

F（
９
１
５
）１
０
０
５

ス
ポ
ー
ツ

Sports

▲市ウェブサイト
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情 報 ひ ろ ば

か
す
が
家
庭
教
育
学
級
子
育
て
講
座

思
春
期
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ

　
思
春
期
に
、
な
ぜ
多
く
の
親
が
行
き
詰
ま

る
の
か
。
解
決
の
道
筋
を
教
え
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
５
人
、
６
月

７
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

日
時　
６
月
20
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
大
会

議
室

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
70
人

申
込
方
法　
６
月
13
日
㈭
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ

さ
い
。

※
年
間
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

は
、
改
め
て
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

☎（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
０
８
３
６
８

星
空
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

星
の
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会（
無
料
）

　
星
や
宇
宙
、
天
体
観
測
に
興
味
が
あ
る
人

は
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
15
歳
以
上
の
人（
中
学
生
を
除
く
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
す
る
場
合
、
18
歳

未
満
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

日
時　
６
月
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
同
館

申
込
方
法　

６
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館（
金
〜
日
曜

日
の
午
後
２
時
〜
９
時
）

☎（
９
８
３
）７
７
５
５

F（
９
８
３
）７
７
５
６

info@
hoshinoyakata.com

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
く
る

４
０
０
ml全
血
献
血
に
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
全
て
献
血
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期
間
に
わ
た
っ

て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を

必
要
と
す
る
人
へ
安
定
し
て
血
液
を
届
け
る

た
め
に
、
献
血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に
は
一

定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

期
日
・
場
所

▽
６
月
３
日
㈪

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
相
談
室
１
・
２

▽
６
月
20
日
㈭

　
ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス
春
日
店
駐
車
場（
星

見
ヶ
丘
４
－
７
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議
会（
福

祉
支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
１
９
３
７

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

令
和
６
年
度
総
会

　
前
年
度
活
動
報
告
や
今
年
度
活
動
計
画
な

ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
同
会
の
活
動
内
容
を
知
り
た
い
人
は
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
弁
当
を
準
備
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
人
は
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
親
子（
寡
婦
含
む
）ま

た
は
同
会
会
員

日
時　
６
月
８
日
㈯

▽
総
会
：
午
後
６
時
30
分
〜（
受
付
：
午
後

５
時
30
分
〜
）

▽
懇
談
会
：
午
後
７
時
30
分
〜

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３
－

１
０
１
）

参
加
費　
無
料

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
年
会
費
５
０
０

円
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

５
月
26
日
㈰
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
白
水
大
池
公

園「
虹
の
売
店
」

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

nijinobaiten9925@
gm

ail.com

戦
没
者
の
追
悼
の
た
め
に

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
団
参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
県
出
身
戦

没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
費
用
や
定
員
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、

お
い
、
め
い
）、
参
加
遺
族
の
配
偶
者

地
域
・
日
程（
予
定
）

▽
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
１
次
）

　
11
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮（
10
日
間
）

▽
硫
黄
島（
第
１
次
）

　
11
月
中
旬（
２
日
間
）

申
込
方
法　
６
月
７
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
３
３
１

講
演・講
座

Lecture

・

C
ourse

福
祉

W
elfare
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フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会（
無
料
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）か
す
が
と
は
、
子
育
て
の
手

伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人（
お
ね
が
い
会
員
）と

子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て

会
員
）が
、
会
員
登
録
を
し
、
相
互
に
援
助

活
動
を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

　
子
育
て
中
の「
困
っ
た
」を
、
ま
か
せ
て
会

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
３
カ
月
以
上
、

無
料
、
先
着
10
人
程
度
、
要
申
込
）。

※
子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
６
月
15
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室
３（
託

児
室
は
多
目
的
室
１
）

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
証
明
写
真（
縦
３
㎝
、

横
２
．
４
㎝
）２
枚
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
～
31
日
㈮
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無（
有

の
と
き
は
、
子
ど
も
の
名
前・生
年
月
日
）

を
伝
え
る

※
チ
ラ
シ
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

児
童
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す

が
事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０　

F（
５
０
１
）０
０
５
１　

fam
isapo@

city.kasuga.fukuoka.
jp１

０
１
２
０
９
７

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会（
無
料
）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
が
う
ま
く
い
か

な
い
、
一
度
断
念
し
て
い
た
が
再
開
し
た
い
、

で
き
た
堆
肥
を
畑
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
活
用
し

た
い
な
ど
の
悩
み
や
質
問
に
答
え
ま
す
。

日
時　
６
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
４
０
４
・
４
０
５
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
作
成
し
た
堆
肥（
準
備

で
き
る
人
）

申
込
方
法　
６
月
12
日
㈬
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
2
５
９
７

う
ち
エ
コ
講
座

自
然
由
来
の
材
料
を
使
っ
た
蚊
取
り
線
香
づ
く
り

　
ス
ギ
粉（
ス
ギ
の
葉
の
粉
）や
タ
ブ
粉（
タ

ブ
ノ
キ
の
粉
）か
ら
、
蚊
取
り
線
香
を
作
り

ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
、
無
料
、
先
着
６
人
、
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
人

日
時　
６
月
７
日
㈮

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理
講
習

室
参
加
費　
３
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
〜
31
日
㈮
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
推
進

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
４
３
２
８

子
育
て

C
hild 

R
earing

環
境

Environm
ent

▲市ウェブサイト

問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当
☎（５８４）１０１５　F（５０１）００５１

ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

　令和５年５月〜９月に熱中症やその疑いで搬送された人
は全国で９万１０００人に達しています。
　気候が良くなると外遊びも増えますが、子どもは体温
調整が未熟で体が暑さに慣れていないため、温度変化
の影響を受けやすく、熱中症になるリスクがあります。
　また、屋外に限らず、熱がこもると、家の中にいても
熱中症になってしまうことがあります。車内の場合、クー
ラーを使用しても高温になることがあり、特に注意が必
要です。
予防のポイント

▽外出時は帽子を着用し、風通しの良い服装を選びましょ
う。外遊び中には、日陰で過ごす時間も作りましょう。

▽こまめな水分補給を心掛けましょう。赤ちゃんには母
乳やミルクを十分に飲ませてください。

▽バランスの取れた食事、十分な睡眠を心掛け、体力
が落ちないようにしましょう。
熱中症の対処法
①涼しい場所へ避難する
②服を脱がせて体を冷やす
③水分・塩分を補給する
④自力での水分摂取ができない場合は医療機関を受診

する
※意識がないときはすぐに救急車を呼んでください。

熱中症予防
相談員からのアドバイス

▲市ウェブサイト

▲環境にやさしい蚊取り線香
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情 報 ひ ろ ば

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利
用
で
き

る
自
転
車
の
販
売
と
、
ス
チ
ー
ル
家
具
類
の

譲
渡
を
行
い
ま
す
。

　
陶
器
類
の
無
料
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
に
居
住
す
る
人

期
間　
６
月
４
日
㈫
〜
９
日
㈰（
８
日
㈯
を

除
く
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス
チ
ー
ル

家
具
類（
約
１
０
０
点
）

申
込
方
法　
期
間
中
、
同
プ
ラ
ザ
で
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
す
る

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
抽
選

結
果
を
当
選
者
の
み
に
は
が
き
で
知
ら
せ

ま
す（
６
月
14
日
㈮
発
送
予
定
）。

注
意
点

▽
来
場
者
本
人
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
。

▽
１
住
所
に
つ
き
自
転
車
お
よ
び
ス
チ
ー
ル

家
具
類
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ま
で
申
し
込
め
ま

す
。

▽
同
一
住
所（
別
世
帯
を
含
む
）で
複
数
申
し

込
ん
だ
場
合
は
、
全
て
無
効
で
す
。

▽
自
転
車
は
、
１
台
２
６
０
０
円（
防
犯
登

録
料
６
０
０
円
を
含
む
）が
必
要
で
す
。

▽
自
転
車
は
、
前
回
の
当
選（
当
選
辞
退
も

含
む
）か
ら
１
年
間
は
申
し
込
み
が
で
き

ま
せ
ん
。

▽
当
選
品
は
、
当
選
は
が
き
を
持
参
の
上
、

６
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
の
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
30
分
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い

（
引
取
期
間
厳
守
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

沖
縄
で
団
体
生
活
を
楽
し
く
学
ぶ

第
43
回
市
少
年
の
船
団
員
募
集

対
象　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
程　
８
月
17
日
㈯
〜
20
日
㈫（
３
泊
４
日
）

※
事
前
に
２
回
、
事
後
に
１
回
の
研
修
が
あ

り
ま
す
。

内
容　
海
洋
研
修
、
平
和
学
習
、
沖
縄
市
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど

参
加
費

▽
小
学
生　
５
万
３
０
０
０
円

▽
中
学
生　
５
万
８
０
０
０
円

※
そ
の
他
、
団
服
、
団
帽
、
報
告
書
費
用
と

し
て
別
途
４
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
一
人
親
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
、

参
加
費
の
一
部
を
市
が
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。

定
員　
50
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　
６
月
８
日
㈯（
必
着
）ま
で
に
郵

便
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

事
務
局
に
提
出
す
る

※
詳
し
く
は
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
申

込
用
紙
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
少
年
の
船
実
行

委
員
会
事
務
局　
福ふ

く
し
げ重（
〒
816
－
０
８
３

１　

大
谷
６
－
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
団
体
連
絡
室
内
）

☎
０
８
０（
４
３
４
５
）９
６
８
９

F（
５
７
５
）０
７
６
８

kasuga.sf@
gm

ail.com

令
和
６
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集（
抽
選
方
式
）

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す（
申

込
手
数
料
不
要
）。
募
集
住
戸
や
要
項
に
つ

い
て
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
６
月
４
日
㈫
〜
12
日
㈬

※
募
集
案
内
書
は
、
５
月
28
日
㈫
か
ら
市
役

所（
総
合
案
内
、
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

　
あ
な
た
の
ま
ち
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ

る
人
権
擁
護
委
員
が
、
い
じ
め
や
差
別
、
家

庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
３
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
市
民
相
談
室
、
２
０
８
会
議

室
問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
内
）

　
☎（
９
２
２
）２
８
８
１

　
F（
９
２
２
）３
３
４
２

▽
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
同
参

画
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
２
０
１

　
F（
５
８
４
）１
１
８
１

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

悩
み
ご
と
相
談（
無
料・申
込
不
要
）

　
職
場
の
悩
み
、
家
庭
の
悩
み
、
人
間
関
係

の
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
毎
月
第
１
〜
４
土
曜
日

　
午
後
２
時
〜
５
時（
受
付
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
相
談
室

（
昇
町
３
－
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

相
談

C
onsultation

募
集

R
ecruitm

ent
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開館時間　
火～木・日曜日
午前9時～午後7時
金・土曜日
午前9時～午後8時
休館日　
毎週月曜日（祝日を除く）、
毎月最終木曜日

大谷6−24（ふれあい文化センター内）　☎（584）4646
F（584）3900　  http://library-city-kasuga-fukuoka.jp

本の検索、イベント情報はこちらから
PC版ウェブサイト スマートフォン版ウェブサイト X

　取り過ぎても不足してもよくないとい
われ、適量が難しい炭水化物について
解説します。ダイエット中に食べるなら
どっち、などのクイズもあり、楽しく読
み進めながら知識を得ることができま
す。炭水化物を正しく知り、食事に少し
の工夫を取り入れて、おいしく食べて挫
折しない健康的な食生活を目指しましょ
う。

　静かな環境で集中して勉強したい、
趣味に没頭できる空間を持ちたい。きっ
かけは人それぞれでしょうが、１人部屋
が欲しい、という子どもの意思表示には
成長を感じるもの。応えてあげたいけ
れど物理的に不可能、という悩める家族
をお助けする1冊です。物の置き場やそ
の用途を見直して、個室っぽい空間づく
りに挑戦してみませんか。

　48歳で小児歯科の開業医を辞して、
人を助けるために世界で最も貧しい国
の一つといわれる西アフリカのマリ共和
国へ単身渡航。目指すのは、人々が支
援に頼らない自立した生活を送ること。
識字率の向上や、安心して出産できる
仕組み作りに取り組む著者の、破天荒
なボランティア人生をつづります。

498.5/ﾔ/
【棚57】

597/ﾏ/
【棚38】

333.8/ﾑ/
【棚41】

vol.
189

　絵本の読み聞かせや手遊びなど、３歳くらいから楽しめるおは
なし会です。梅雨の季節にちなんだおはなしがいっぱいです。
日時：6月8日㈯　午前11時〜11時45分
場所：ふれあい文化センター旧館集会室B
出演：おはなしはらっぱ

　名画の上映会「ゴゴカラシネマ」を開催します。
日時：6月20日㈭　午後２時〜
場所：ふれあい文化センター新館ミニホール
上映作品：駅馬車（上映時間99分、モノクロ
　作品）
出演：ジョン・ウェイン、クレア・トレヴァほか

「雨のきせつのおはなし会」
開催（無料・申込不要）

EVENT
イベント

「ゴゴカラシネマ」6月の
上映案内（無料・申込不要）

EVENT
イベント

悩んでも迷っても
道はひとつ

村
むらかみ

上一
か ず え

枝／著　小学館

ある日突然、子どもに「自分の
部屋が欲しい!」と言われたら

マルサイ／著　主婦と生活社

図解眠れなくなるほど
面白い炭水化物の話

山
や ま だ

田悟
さとる

／著　日本文芸社

BOOKS 司書のおすすめ

▲ゴゴカラシネマの
　日程

▲雨のきせつの
　おはなし会
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

 相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　☎（404）0310　F（404）0225

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時、土曜日：午前8時30分〜午後
0時30分
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室

（予約不要）
●福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/福岡法務局筑紫支局
法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。

●市無料法律相談　☎（584）1148（予約受付のみ）
第3水曜日：午前10時〜午後４時/市役所市民相談室

（第2水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）
●市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）

月〜金曜日：午前10時〜午後0時15分、午後1時〜４時/じょなさん
●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分〜午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1111㈹（面談相談のみ）
第4火曜日：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市こども家庭センター　☎（584）1015　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　☎（588）5150　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：午前9時〜午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時〜午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：正午〜午後７時、土曜日：午前10時〜午後５時
障がいに関する相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市障がい者基幹相談支援センター　☎（584）1111㈹　F（584）1154
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　☎（581）7225
水曜日：午後１時〜４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　☎（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

Ｓ
Ｎ
Ｓ
デ
ビ
ュ
ー
？

　
人
事
異
動
に
よ
り
13
年
ぶ
り
に

広
報
広
聴
担
当
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
。
以
前
と
は
名
称
や
仕
事
内

容
は
異
な
り
ま
す
が
、
私
が
入
庁

し
て
初
め
て
配
属
さ
れ
５
年
間
勤

め
た
部
署
。
当
時
の
経
験
を
基
礎

と
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
行

政
経
験
を
生
か
し
て
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
、
今
や

全
世
界
に
普
及
し
、
社
会
生
活
で

欠
か
せ
な
く
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ

ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・

サ
ー
ビ
ス
）。
市
の
発
信
媒
体
と

し
て
も
取
り
入
れ
、皆
さ
ん
に「
知

っ
て
ほ
し
い
」「
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
い
っ
た
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
▼
し
か
し
な
が
ら
、

私
は
せ
い
ぜ
い
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
連
絡

機
能
を
使
っ
て
い
る
程
度
で
、
こ

れ
ま
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
ほ
ぼ
無
縁
の

日
々
。
時
代
に
取
り
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さ
れ
て
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り
、
こ
れ
で
は
現
在
の
広
報
業
務

を
全
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と
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数
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イ
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5月

小
お ざ き

﨑 偲
し よ う

楊ちゃん（３歳）

松
ま つ せ

瀬 結
ゆ あ

愛ちゃん（１歳）

常
つねずみ

住 俐
り と

斗ちゃん（１歳）

手
て づ か

塚 詩
う た ひ

陽ちゃん（1歳）

梶
かじはら

原 理
り お

愛ちゃん（１歳）伊
い と う

藤 あこちゃん（1歳） 小
こやなぎ

柳 充
み つ き

希ちゃん（２歳） 塚
つかもと

本 麗
うらら

ちゃん（３歳）

深
ふかがわ

川 陽
ひ か り

香莉ちゃん（２歳）

Eメールで、タイトルを「お誕生日おめでとう」、写真ファイル名を赤ちゃ
んの名前にして、本文に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、
電話番号を書いて送ってください。郵送の場合は、写真の裏に必要事項
を書いて送ってください。
6月13日(木)（必着）までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

7月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）

15 市報かすが
令和6年5月15日
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自転車安全利用自転車安全利用五五則則
自転車は子どもから大人まで乗ることができる、手軽で便利な乗り物です。

しかし、自転車は「車両」であり、安全に利用するために守るべきルールやマナーがあります。
重大な事故を避けるためにも、交通ルールを守って、安全な運転を心掛けましょう。

　歩道と車道の区別があるところは、車道通行が原則で
す。例外として歩道通行が認められている場合は、車道
寄りを徐行し、歩行者の通行を妨げる恐れのある場合は
一時停止しなければいけません。

　信号は必ず守りま
しょう。一時停止標
識のある交差点で
は必ず一時停止し、
安全を確認してから
通行しましょう。

　ほんの少しでもお
酒を飲んだ時は、絶
対に運転してはいけ
ません。

問い合わせ先　安全安心課防犯防災担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143

　夜間、ライトを点
灯しないと前方の安
全確認が十分にでき
ません。また、車や
歩行者から見えにく
く、危険です。

　自転車に乗るとき
は、ヘルメットを着用す
るよう努めましょう。転
倒や事故に遭った時に
頭部の致命傷を避ける
ためにも、頭のサイズ
に合ったヘルメットを正
しく着用しましょう。

車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先

1

2

4

3

5

止まれ

交差点では信号と一時
停止を守って、安全確認

夜間はライトを点灯

飲酒運転は禁止 ヘルメットを着用
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